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 わが国では 1998年に自殺者が 3万人を越え、それ以降は 14年間にわたって 3万人を上回って
いた。それが 2012年に 15年ぶりに 3万人を下回った。内閣府による平成 27年版『自殺対策白書』
によれば、2014年の自殺者総数は 2万 5427人であった。これは前年に比べて 1856人(6.8%)減少


















計(自殺日を基準として集計)に基づく、2014 年中に自殺した若年層の自殺者数は 6581 人で、全
自殺者数 2万 5218人の 26.1%である。ただし、ここでいう若年層とは 40 歳未満を意味しており、
年齢幅が広いものとなっている。いずれにしても、全自殺者数が減少していくなかで、若年層の
自殺者数の減少幅は他の年齢階級に比べて小さいものにとどまっている３）。その内訳をみると、

















































 本節では、2013年 6 月～2016年 3月の足掛け 3か年にわたる筆者の担当ゼミナールによる「大






























































・日 時：2015 年 1 月 19 日(月) 
・会 場：学内演習教室 




























































て実施・主導し、研修を進行した(参加ゼミ生は 4 名)。 
・日 時：2015 年 2 月 11 日(水)、宿泊研修(一泊二日)の二日目 
・会 場：サンライズ淡路(兵庫県南あわじ市にある宿泊研修施設) 
・対象者：リーダー研修参加学生 95 名 




















収した。参加学生 95 名(男子 68 名、女子 24 名)から回答を得た(有効回答数: 92 名、有効回答








とても参考になった 28 30％ 
まずまず参考になった 52 57％ 
あまり参考にならなかった 8 9％ 
参考にならなかった 1 1％ 
無回答 3 3％ 
 
Ｑ２．大学生の自殺が多いことを知っていましたか。あてはまるもの 1 つに○をしてください。 
知っていた 36 39％ 
知らなかった 53 58％ 
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Ｑ４．悩んだ時の対処法を教えてください。あてはまるもの 1 つに○をしてください。 
親に相談する 9 10％ 
友達に相談する 40 43％ 
先生に相談する 0 0％ 
趣味に没頭する 9 10％ 
気分転換する 21 23％ 
何もしない 5 5％ 
その他 8 9％ 
 
Ｑ５．悩んでいる時、相談する相手はいますか。 
いる 84 91％ 
いない 8 9％ 
合計 92 100％ 
 
Ｑ６．Ｑ５で「いる」と答えた方にお聞きします。 



















































・インタビューの実施期間：2015年 9月～11月、1人約 40～60分間、場所は個別に設定。 
・聞き取り内容および形式：主に「若者の自殺対策啓発事業を通しての学び」について聞き、実 




 以下に、回答におけるポイントと思われる部分から一部を抜粋する。  









































































































































方法として、2015 年 2 月に実施された本学の「リーダー研修」に参加した学生から、再度研修
を振り返ってのアンケートを取って分析する作業を現在進めている。 





























７）朝日新聞：「子どもの自殺 9月 1日」（2015年 8月 12 日付朝刊）. 
８）たとえばこのことから、時間を問わず相談できる電話相談の有効性が考えられる。しかしながら、自殺予防
のための代表的な電話相談機関である「いのちの電話」は、若い世代にほとんど知られていない。2014 年度
の 10 代以下からの相談はわずか 3.8%に過ぎないとのことである。(朝日新聞：「いのちの電話 若者救いたい」






















17) 松本俊彦：『自傷・自殺する子どもたち』(合同出版,2014) pp.140-142. 
 
 
 
